




































































ivātam eti na candanam
4
 tagaramallikā vā 
satañca gandho pat
4
ivātam eti sabbā disā sappuriso pavāti. 54





















































行 者（saddhānusārī） と 言 わ れ る。 か れ は 正 性 決 定
（sammattaniyāma）に入り、善人地（sappurisabhūmi）に入り、
凡夫地（putthujjanabhūmi）を超えている。彼は業を行って地獄・




















































そ の 人 に 有 身 見（sakkāya-ditt
4 4






















































　AN では同類の七〔善〕人（satta puggala）が何度か説かれているが 9 ，
三結を尽くすまでは預流，一来の聖者であり，五順下分結を尽滅するの
は不還以上の聖者である．したがって，AN では不還の聖者が般涅槃す
























  ─ 163 ─ 
（　7　）
（ 2 ）『倶舎論』の七善士趣（sapta satpurus
4
a-gati）














・ 七種不還説と七善士趣説（AKBh, p.361, l.3ff.『倶舎論』大正 29, 
No.1558, 125a29ff）
① 中般涅槃（antarā-parinirvāyin） 速般（ 速やかに般涅槃
する）






・九種不還説（AKBh p.360ff.『倶舎論』大正 29, No.1558, 125a）
① 中般涅槃（antarā-parinirvāyin）─  速般・非速般・経久般の時間
の区分の三種











































































３ ．Mahāvastu の satpurus
4
a
　説出世部所伝の律蔵資料によって纏められた Mahāvastu（以下 Mv と



























































れ た 意 向 」（kalyān
4
















































































































































































































































































































　またこの『八千頌般若』では、Mv（1.229）の 15 種に較べて 16 種と
詳細になっており、名前が一致しないものもあるが、Mv の 15 名のう
ち 9 名を含んでいることから、両者の関連は無視できない25。以下、ブッ
ダ或いは菩薩の異名を述べる Mv の四例と Ast
44
の用例を比較しておく。


















































































































































⑫ gatima ⑫ gatima ㉖ gatimatā ㉕ gatimatā 　




















⑮ matima ⑭ matima 　 　




























⑰ nikrānta 　 　
⑱ vikrānta ⑰ vikrānta 　
⑲ parākrānta ⑱ parākrānta 　
⑳ arthika ㉚ arthika 　
㉑ apramatta ⑳ apramatta 　
㉒ ātāpi ㉑ ātāpi 　






㉕ viharanta ㉔ viharanta 　
㉙ buddhimatā ㉘ buddhimatā 　



































































































　この 3 ）菩薩摩訶薩のなかで、固有名としては、bhadrapāla 以下
maitreya までの二十四菩薩が以下のようにあげられる。
  ─ 154 ─ 
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①bhadrapāla, ②ratnākara, ③sārthavāha, ④naradatta, ⑤varun
4
a- 








iptadhūra, ⑯sūryagarbha, ⑰anupama- 














（K ed., Ⅰ-1, pp.1-2）
①護諸繋 ①颰陀和 ①颰陀婆羅 ①賢護 ① bhadrapāla
②寶來 ②羅隣那竭 ②罽那伽羅 ②寳性 ② ratnākara
③導師 ③摩訶須菩和 ③導師 ③導師 ③ sārthavāha
④龍施 ④那羅達 ④那羅達 ④仁授 ④ naradatta
⑤所受則能説 ⑤嬌日兜 ⑤星得 ⑤星授 ⑥ śubhagupta
⑥雨天 ⑥和輪調 ⑥水天 ⑥常授 ⑤ varun
4
adatta
⑦天王 ⑦因坻 ⑦主天 ⑦徳藏 ⑦ indradatta
⑧賢護 ⑧賢守 　 　 　
⑨妙意 ⑨妙意 ⑧大意 ⑧上慧 ⑧ uttaramati
⑩有持意 ⑩持意 ⑨益意 ⑩勝慧 ⑨ viśes
4
amati
⑪増益意 ⑪増意 ⑩増意 ⑪増長慧 ⑩ vardhamānamati
⑫現無癡 ⑫不虚見 ⑪不虚見 ⑫不虚見 ⑪ amoghadarśin
⑬善發 ⑬立願 ⑫善進 ⑬善發趣 ⑫ susam
4
prasthita
⑭過歩 ⑭周旋 ⑬勢勝 ⑭善勇猛 ⑬ suvikrāntavikrāmin
⑮常應 ⑮常精進應 ⑭常懃 ⑮常精進 ⑭ nityodyukta
⑯不置遠 ⑯不置遠 ⑮不捨精進 ⑰不捨軛 ⑮ aniks
4
iptadhūra
⑰懷日藏 ⑰日盛 ⑯日藏 ⑱日藏 ⑯ sūryagarbha
⑱意不缺減 ⑱無吾我 ⑰不缺意 　 ⑰ anupamacintin
⑲現音聲 ⑲光世音 ⑱觀世音 ⑳觀自在 ⑱ avalokiteśvara
　 　 　 　 ⑲ mahāsthāmaprāpta
⑳哀雅威 ⑳漸首 ⑲文殊師利 ㉒妙吉祥 ⑳ mañjuśrī
㉑寶印手 ㉑寶印首 ⑳執寶印 ㉔寳印手 ㉒ ratnamudrāhasta
㉒常擧手 ㉒常擧手 ㉑常舉手 ㉕常擧手 ㉓ nityotks
4
iptahasta
　 ㉓常下手 　 　 　
㉓慈氏 ㉔慈氏 ㉒彌勒 ㉖慈氏 ㉔ maitreya
　 　 　 ⑨寳藏 　
　 　 　 ⑯常加行 　
　 　 　 ⑲無比慧 　
　 　 　 ㉑得大勢 　
　 　 　 ㉓金剛慧 ㉑ vajramati
23 24 22 26 24
（星得は一般的には guhyagupta の訳語であるが，ここでは PV のまま śubhagupta とした）
  ─ 153 ─ 
（　17　）
　その他、チベット語訳『二万五千頌般若』の経部（北京版 No.731, 
3a5-3b2）では 36 菩薩、論部（No.5188, 3b4-8）では梵本に近い 24 菩
薩をあげる。また、『放光』では第一に「護諸繋」、第八に「賢護」をあ
げ、『光讃』では第一に「颰陀和」、第八に「賢守」とし、重複している
よ う に 見 え る。 チ ベ ッ ト 語 訳 経 部 で も 第 一 が bzang skyong





















の支婁迦讖（179 年）訳があり、かなり早い段階（ 2 世紀頃）にこの伝
承が形成されていたようである。本経には善守をはじめ、各菩薩の出自
と 出 身 地 が 明 記 さ れ て い る が、 そ の 内 容 は『 大 智 度 論 』（ 大 正






























































① bhadrapāla ①賢護 ①跋陀婆羅菩薩 ①跋陀婆羅菩薩 ① bhadrapāla
② ratnākara  ②寶事 ②寶積菩薩 ②寶積菩薩 ② ratnākara
③ susārthavāha  ③善將導菩薩 ③ sārthavāha
④ naradatta   ③恩施 ④人徳菩薩 ④ naradatta
⑤ guhyagupta  　 ③星徳菩薩 ⑤善護徳菩薩 ⑥ śubhagupta*




adatta  ⑤水天 ⑤水天菩薩 ⑥大海徳菩薩 ? ⑤ varun
4
adatta
⑦ indradatta  ④帝天 ④帝天菩薩 ⑦帝釋王徳菩薩 ⑦ indradatta
　 ⑥賢力〔士〕 ⑥善力菩薩 　
⑧ uttaramati ⑦上意 ⑦大意菩薩 ⑧上意菩薩 ⑧ uttaramati
⑨ viśes
4
amati ⑧持意 ⑧殊勝意菩薩 ⑨勝意菩薩 ⑨ viśes
4
amati
⑩ vardhamānamati  ⑨増意 ⑨増意菩薩 ⑩増上意菩薩 ⑩ vardhamānamati
⑪ amoghadarśin ⑪不虚見 ⑪不虚見菩薩 ⑪不空見菩薩 ⑪ amoghadarśin
⑫ susam
4
prasthita  ⑩善建 ⑩善發意菩薩 ⑫善住菩薩 ⑫ susam
4
prasthita
⑬ suvikrāntavikrāmin  ⑭善導 ⑭導師菩薩 ⑬善奮迅菩薩 ⑬ suvikrāntavikrāmin
⑭ anupamamati ⑬不損意 ⑬不少意菩薩 ⑭無量意菩薩 ⑰ anupamacintin*







a ⑯持地 ⑯持地菩薩 ⑰持地菩薩



















Prajñāpāramitā, ed. by 






























































　おそらく、もともとは bhadrapāla と bhadrabala の別があったのであ
るが、やがて bhadra が混在しているということで、bhadrapāla に統一
  ─ 150 ─ 
（　20　）
されていったのであろう。Bhadrapāla と bhadrabala の両者があったこ
とは、チベット語訳『二万五千頌般若』（北京版 No.731）① bzang 










　 1 ． すべて一生補処の菩薩であり、不退転の菩薩
　 メールをはじめとする 36 の菩薩の名前が挙げられる．おそらく
他方世界の菩薩．
　 2 ． アジタ菩薩（弥勒）をはじめとするバドラ・カルパ（賢劫）のす
べての菩薩摩訶薩で，文殊をはじめとする 60 名の菩薩
















































の 賢 劫 の 菩 薩（ajitabodhisattvapūrvam
4














































































1 MNではsappurisaはasappurisaと対比して用いられる（MN III, pp.37-45）。漢訳「真
人経」『中阿含経』（大正1, 561a），「是法非法経」『中阿含経』（大正1, 837c-839a）
2 なお，「善人往経」『中阿含経』（大正1, 427a-428c）で説かれる「七善人」の善人は，











この勝れた宝はサンガの中にある。この真理によって幸いあれ。」（Sn 40, Vers 231）
5 MN 3.37ff.







除によって、預流果に入る。Cf. AKBh, V. 3, ed. Pradhan, p.279, ll.350-351.
8 SN 5.347, 404。



































akasya mahāvastuye ādi //（Mv: 2）
17 Mvの翻訳については平岡［2010］を参照した。




















 vijānitvā rājā parijanaih
4











































 // ［Mv 1.192］
19 Cf. 註7
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 sarvadharmaviśāradā /   samanvitā satpurus
4
ā śubhair 
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（　25　）
＜略号＞
AKBh   Abhidharmakośabhās
4
yam of Vasubandhu. (rev. 2 nd ed.). Ed. 






asāhasrikā prajñāpāramitā（Buddhist Sanskrit Text 4）
 Ed. by P. L. Vaidya. Darbhanga: the Mithila Institute, 1960.
Dhp Dhammapada（法句経）
MN Majjhimanikāya （中部）














cchā (Buddhist Sanskrit Texts, 17). Ed. P. L. 
Vaidya. Darbhanga: the Mithila Institute, 1961. In P. L. Vaidya 
ed., Mahāyānasūtrasam
4





darīka (Bibliotheca Buddhica 10). Ed. H. Kern 
and Bunyiu Nanjio. St.Pétersburg, 1909-1912.　
SP  Saddharmapund
4 4
darīkasūtra (Buddhist Sanskrit Texts 6 ). Ed. 
P. L.Vaidya. Darbhanga: the Mithila Institute, 1960.
SR  Samādhirājasūtra (Buddhist Sanskrit Texts 2 ). Ed. P. L. 
Vaidya. Darbhanga: the Mithila Institute, 1961.
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櫻部健・小谷信千代訳［1999］『倶舎論の原典解明　賢聖品』法蔵館 . 
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下、大蔵出版．
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